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村 のようす
(45. 11月1日現在）
世帯数、:. 1,435戸
人 、`，口 .7!As1人
男 ， 3:622人ぐ
＊・女 , ・3 ;859人
面積 46.62属

第5;-9;号

、:~:-.•)韻集(;と発乍；
福島簾右川郡宝川村役場
大越力夫

川辺.;1:t-39・124
印刷',所
須賀川市加治町6.9.
有限会社 9円谷団刷

国勢調査の結果ま
わが村の人口は 7: 
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森
殿
葉
た
ば
こ
取
扱
所
落
成

宴
売
公
社
の
企
業
合
理
化
の一'

•

月
か
ら
村
を
挙
げ
て
の
大
運
動
を
展

環
と
じ
て
た
は
こ
収
納
所
の
統
廃
開
し
、
専
売
公
社
郡
山
地
方
局
に
幾

合
茄
な
さ
れ
て
活
り
、
わ
が
村
関
度
か
陳
情
を
重
ね
た
結
果
、
本
年

五

係
の
収
納
所
は
、
昭
和
四
十
四
年

：
月
犬
字
北
狽
釜
字
森
殿
に
取
扱
所
建

度
よ
り
泉
郷
臨
時
取
扱
所
の
廃
止
設
が
決
定
と
な
り
ま
し
た
。
用
地
は

四
十
五
年
度
に
は
南
須
釜
取
扱
所

森
殿
地
内
県
道
と
村
道
と
の
十
字
路

と
、
大
栗
取
扱
所
の
統
合
等
が
公
で
面
積
二
、
八
一
八
・
七
二
平
方
メ

社
の
計
画
と
し
て
発
表
さ
れ
ま
し
ー
ト
ル
（
八
五
ニ
・
六
六
坪
）
の
土

た
。
わ
が
村
と
し
て
は
基
幹
作
目
＇
地
に
二
棟
の
建
物
が
十
1

月
二
十
六

で
あ
る
た
ば
こ
の
収
納
が
須
賀
川
日
に
完
成
い
た
し
ま
じ
た
。
上
屋
七

市
へ
運
搬
す
る
こ
と
に
な
る
と
耕
五

0
平
方
メ
ー
ト
ル
、
控
室
八
三
平

作
者
は
非
常
に
不
便
を
来
し
所
得
方
メ
ー
ト
ル
、
計
八
三
三
平
方
メ
ー

の
面
に
も
影
響
す
る
の
で
村
内
に
ト
ル
で
、
一
日
一
万
二
千
キ
ロ
の
収

取
扱
所
を
設
置
す
る
よ
う
昨
年
一
納
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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一1970年世界農林業センサスの結果発表
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◎樹園地には桑園、果樹園、ホップ園その他も含みます。

1"965年農業センサス結果

1,119戸専業農家数 392戸第 1種兼業農家数 515戸

212戸田 556.5?/za樹園地 I07.49ha畑 625.63ha

・
近
時
に
お
け
る
米
の
需
給
事
情
、
消
費
の
動
向
に
か

・
ん
が
み
、
米
の
品
質
向
上
に
つ
い
て
の
稲
作
農
家
の

・
経
営
努
力
を
助
長
し
、
稲
作
経
営
の
合
理
化
と
食
糧

・
管
理
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
昭
和
四
十
五
年
度
米

．
穀
の
生
産
者
に
対
し
良
質
米
奨
励
金
及
び
米
品
質
改

・
良
奨
励
金
を
今
回
交
付
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
そ

．
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

①

良

質

米

に

つ

い

て

は

一

切

水

稲

等
か
ら
三
等
ま
で
に
か
く
一
等

(60kg当
）
三

0
0円

付
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
二
等
（
ク
）
ニ
ニ

0
円

奨
励
金
の
額
は
次
の
通
り
三
等
（
ク
）
一
四

0
円

さ
る
二
月
一

日
実
施
致
し
ま

し
た
世
界
農
林

業
セ
ソ
サ
ス
の

計
算
が
終
了
し

別
表
の
よ
う
な
結
果
が
発

表
に
な
り
ま
し
た
の
で
御

知
ら
せ
致
し
ま
す
。
農
家

と
し
て
調
査
対
照
と
な
っ

た
の
は
一
〇
ア
ー
ル
以
上

乾
燥
、
調
整

等
広
汎
に
わ
た
る
米
の
生

産
過
程
に
お
い
て
、
米
穀

の
生
産
者
が
米
の
品
質
改

良
の
た
め
に
経
営
上
の
努

力
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

販
売
米
穀
の
品
質
改
良
を

図
る
た
め
、
米
穀
の
販
売

数
量
に
応
じ
交
付
さ
れ
る

農
地
を
耕
作
し
て
い
る
者

で
す
。
第
一
種
兼
業
と
は

農
業
が
主
な
収
入
に
な
っ

て
兼
業
を
行
っ
て
い
る
者

第
二
種
兼
業
は
本
業
が
別

従
来
、
預
貯
金
や
公
社
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五
年
前
よ
り
農
家
三
四
戸
、
専
業
農
家
一
六
七
戸
減
、
第
一
第
二
種
兼
業
一
三

01P
増
加

に
有
っ
て
片
手
間
に
農
業

を
行
う
者
で
、
専
業
農
家

が
減
っ
て
兼
業
農
家
が
増

加
し
て
い
る
事
が
お
わ
か

り
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
冬
は
、
変
動
の
大

き
い
天
候
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
十
二
月
は
大
陸
高
気

圧
が
二
！
三
回
発
達
し
ま

す
が
、
あ
ま
り
長
続
き
し

な
い
で
し
ょ
う
、
し
か
し

一
月
か
ら
二
月
前
半
こ
ろ

に

の

気

圧

配

り
季
節
風

rー
中
丁

丁目ハ

気

温

債
の
利
子
な
ど
は
一
五
％

の
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ

れ
る
だ
け
で
、
ほ
か
の
所

得
と
は
分
離
し
て
課
税
さ

,
i
[
 

れ
て
い
ま
し
た
が
し
、
昭
和

四
十
六
年
一
月
一
日
か
ら

五
十
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
に
支
払
わ
れ
る

利
子
に
対
す
る
課
税
は
、

次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

す
。
い
定
期
預
金
、
貸
付

信
託
、
公
社
債
、
勤
務
先

頂
金
等
の
利
子
所
得
に
つ

い
て
は
、
従
来
の
よ
う
に
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と
税
金
且

良
質
米
奨
励
金
と

米

品

質

改

良

奨

励

金

こ
と
4

な
る
が
、
良
質
米

と
同
じ
く
昭
和
四
十
五
年

産
の
米
穀
で
検
査
に
合
格

し
た
一
等
か
ら
五
等
ま
で

の
も
の
に
限
ら
れ
ま
す
。

奨
励
金
の
額
は
次
の
通
り

い
水
稲
（
等
級
別
な
し
）

六
0
k
g当
八

0
円

②
陸
稲
（
等
級
別
な
し
）

六

0
k
g当
五

0
円

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
額

は
以
上
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
等
奨
励
金
の
手

続
及
び
交
付
に
つ
い
て
は

指
定
集
荷
業
者
の
方
で
行

な
う
事
と
な
っ
て
お
る
の

で
。
集
荷
業
者
よ
り
指
示

さ
れ
た
事
項
に
基
づ
い
て

所
定
の
手
続
き
を
さ
れ
ま

す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。

源
泉
徴
収
さ
れ
る
だ
け
の

分
離
課
税
と
、
ほ
か
の
所

得
と
合
計
し
て
確
定
申
告

を
す
る
総
合
課
税
の
ど
ち

ら
か
有
利
な
方
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

源
泉
分
離
課
税
を
選
択

し
た
場
合
の
税
率
は
、
昭

和
四
十
六
、
四
十
七
年
中

は
二

0
%、
昭
和
四
十
八

年
か
ら
五
十
年
ま
で
は
二

五
％
で
す
。

総
合
課
税
を
選
択
し
た

場
合
は
一
五
％
の
税
率
で

洞
泉
徴
収
さ
れ
、
利
子
所

得
と
ほ
か
の
所
得
を
合
計

し
て
確
定
申
告
を
し
、
精

算
し
ま
す
。

②
普
通
預
金
や
通
知

預
金
の
利
子
は
原
則
と
し

て
総
合
課
税
に
な
り
ま
す

が
、
確
定
申
告
は
し
な
く

て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
ほ
か

の
所
得
が
あ
ま
り
多
く
な

い
と
き
は
、
確
定
申
告
を

し
て
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た

税
金
の
還
付
を
受
け
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

の
吹
き
出
し
や
寒
さ
の
厳

し
い
日
が
多
い
見
込
み
で

す
。
浜
通
り
や
中
通
り
で

は
乾
燥
し
た
晴
天
の
日
が

多
い
で
す
が
、
会
津
で
は

ニ
ー
三
回
大
雪
の
降
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

十
二
月
時
々
冷
え
込

み
の
強
い
日
も
あ
り
ま
す

が
、
あ
ま
り
長
続
き
せ
ず

温
暖
な
日
が
強
い
見
込
み

な
の
で
、
月
平
均
で
は
乎

年
並
み
か
や
4

高
い
で
し

ょ
う
。一

月

週

期

的

に

寒

気
の
吹
き
出
し
が
あ
り
、

特
に
後
半
は
寒
さ
の
厳
し

い
日
が
多
い
の
で
、
月
平

均
で
は
平
年
並
み
か
や
4

低
い
見
込
み
で
す
。

二

月

月

の

前

半

は

ま
だ
寒
さ
の
厳
し
い
日
が

目
立
ち
ま
す
が
、
後
半
は

寒
暖
の
変
動
が
大
き
く
な

る
見
込
み
で
す
、
月
平
均

で
は
平
年
並
み
か
や
4

高

い
で
し
ょ
う
。

降

水

量

お
よ
び
積
雪

十
二
月
大
陸
方
面
の

高
気
圧
が
時
々
強
ま
り

ま
す
が
あ
ま
り
長
続
き
せ

ず
、
移
動
性
高
気
圧
に
お

4

わ
れ
や
す
い
の
で
、
天

気
は
週
期
的
に
変
わ
る
見

込
み
で
す
。
月
の
降
水
量

は
会
津
で
は
平
年
並
み
か

ゃ
4

多
い
で
す
が
、
中
通

り
、
浜
通
り
で
は
や
4

少

な
い
で
し
ょ
う
。
積
雪
は

会
津
で
は
平
年
並
み
、
中

通
り
、
浜
通
り
で
は
や
4

少
な
い
見
込
み
で
す
。

一

月

シ

ベ

リ

ヤ

高

気
圧
が
週
期
的
に
発
達
す

る
見
込
み
で
、
特
に
後
半

に
は
季
節
風
が
吹
き
続
き

会
津
で
は
風
雪
の

く
、
一
ー
ニ

教
育
委
員
に

西
川
さ
ん
就
任

る
で
し
ょ
う
。
中
通
り
、

浜
通
り
で
は
乾
燥
し
た
晴

天
が
多
い
見
込
み
で
す
が

本
州
南
岸
を
通
る
低
気
圧

で
一
時
大
雪
の
降
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
月
の
降

水
量
は
全
般
に
平
年
並
み

か
や
4

多
く
、
積
雪
は
中

通
り
、
浜
通
り
で
は
平
年

並
み
、
会
津
で
は
や
4

多

い
見
込
み
で
す
。

二

月

月

の

半

ば

こ

ろ
ま
で
は
、
西
高
東
低
の

冬
型
の
気
圧
配
置
が
目
立

ち
、
会
津
で
は
風
雪
の
日

が
多
く
、
中
通
り
、
浜
通

り
で
は
晴
天
が
続
く
見
込

み
で
す
。
し
か
し
そ
の
後

は
冬
型
の
気
圧
配
置
が
弱

ま
り
、
天
気
は
週
期
的
に

変
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

が
、
一
時
台
湾
坊
主
が
か

な
り
発
達
し
、
風
雪
の
強

ま
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
月
の
降
水
量
は
全
般

に
平
年
並
み
か
や
4

多
い

で
す
が
、
積
雪
は
平
年
並
，

み
か
や
4

少
な
い
見
込
み

で
す
。味

原
嘉
男
委
員
の
任
期

満
了
退
任
に
よ
り
、
後
任

と
し
て
大
字
小
高
、
西
川

亮
倦
（
六
一
）
さ
ん
が
十

一
月
二
十
四
日
付
で
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
‘

西
川
さ
ん
は
永
年
教
育

関
係
の
職
に
あ
っ
た
方
で

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
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川

辺

、熊

田

美

知

子

熊

田

富

士

枝

草

野

泰

‘秋

川

崎

二

三

子

大

竹

ち

い

子

大

竹

ツ

ネ

子

大

竹

昭

熊

田

ト

ミ

ェ

味

原

ョ

シ

子

鈴

木

良

子

鈴

木

善

子

鈴

木

美

代
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鈴

木

和

夫

須

藤

保

一

須

藤

久

一

須

藤

一

夫

白

旗

和

代

白

旗

喜

代

坂

本

洋

一

，
三

甑

正

幸

三

瓶

キ

ク

ヨ

三

瓶

‘ヽて

い

矢

部

春

子

矢
吹
~ハ
ナ
ヨ

野

崎

久

夫

高

橋

政

子

田

子

た

っ

子

双

里

正

枝

矢
，
郵
古
一

熊

田

正

子

ー

小

味

原

正

春

須

藤

和

夫

矢

吹

清

徳

溝

井

淑

子

真

弓

ト

ン

ェ

中

ー
高

車

田

カ

ク

ヨ

車

田

孝

男

車

田

勝

一

国

井

重

光

大
竹
ト
ミ
ェ

小

山

田

厚

添

田

義

勝

関

根

サ

タ

子

首

藤

ハ

ツ

子

小

針

国

子

溝

井

ヤ
ー
ス
子

溝

井

カ

ッ

溝

井

正

子

溝

井

セ

イ

子

溝

井

源

二

本

田

れ

い

子

高

原

義

，
巳

松

本
，ひ

ろ

子

溝

井

恵

美

子

高

原

幸

子

双

里

博

行

国

井

た

け

の

車

田

清

司

添

田

友

春

白
と
吟

松

雄

蒜
‘•

生

．．．
 

▲
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岩
法
寺

矢

吹

直

，樹

三

綸

士

郎

溝

井

ョ

シ

子

溝

井

キ

ク

ノ

小

林

ョ

ッ

ノ

小

林

功

小

針

栄

子

橋

本

甲

市

永

林

久

江

永

林

昭

角

田

マ

ス

エ

高

林

重

和

高

林

広

子

高

林

ハ

ル

ノ

添

田

喜

代

子

鈴

木

光

子

首

藤

源

次

吉

田

梅

子

橋

本

正

男

小

針

ョ

リ

小

針

一

郎

大

竹

初

江

角

田

た

い

子

水

野

由

喜

子

大

竹

徳

良

大

竹

邦

夫
9
,
 

大

竹

安

喜

雄

＇，

大

竹

絹

代

吉

田

八

重

子

須

釜
〗
金
男

佐

久

間

悦

雄
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式
は
同
級
生
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人
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今
ま
で
の
成
人
式
は
一
月
十
五
日
を
基
準
に
二
十
オ
に
達
し
た
者
を
対
象
に

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
か
ら
は
該
当
者
等
か
ら
の
要
望
も
あ
り
同
級

生
単
位
で
成
人
式
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
来
年
一

月
十
五
日
の
成
人
式
該
当
者
は
昭
和
二
十
五
年
一
月
十
六
日
か
ら
二
十
六
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
本
村
に
住
所
の
あ
る
者
で
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お

調
査
も
れ
の
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

南
須
釜

竜

崎

大

竹

興

吉

大

竹

ト

ミ

ェ

石

森

ュ

キ

子

石

森

正

一

須

釜

松

雄

佐

久

間

忠

，
一

小

林

孝

次

小

林

幸

子

小

林

キ

ク

代

岡

部

ふ

よ

上

野

正

治

上

野

正

吉

小

林

三

和

子

小

林

健

助

石

井

清

蔵

石

井

節

子

鈴

木

晴

江

鈴

木

福

代

佐

藤

昇

佐

藤

カ

ッ

ニ

小

林

正

小

林

隆

小

林

キ

イ

子

湯

沢

は

つ

え

湯

沢

光

夫

湯

沢

勝

小

林

覚

雄

小

林

真

作

小

林

美

紀

子

鈴

木

あ

や

子

鈴

木

吉

光

鈴

木

吉

次

佐

藤

義

光

一

佐

藤

小

林

明

子

有

賀

隆

幸

大

越

・
好

大

野

清

人

大

野

一

郎

大

木

千

恵

子

大
野
ョ

・・シ
子

太

田

：勝

雄

吉 北
須
釜

木

戸

栄

子

大

和

田

佳

子

小

原

安

春

有

賀

重

久

小

原

ス

ミ

有

賀

ミ

キ

子

小

針

久

子

佐

藤

ま

さ

子

小
＂

•

原
孝
子
佐
藤
栄
子

小

原

清

大

串

と

め

佐

藤

裕

鈴

木

喜

一

斎

藤

幸

子

森

ナ

ツ

ェ

佐

久

問

さ

ち

子

森

安

隆

斎

藤

秀

夫

矢

吹

正

須
釜
半
浩

塩

沢

悦

子

，大

和

田

重

子

塩

沢

義

幸

塩
沢
ビ
ロ

予
〗
．

塩

沢

千

枝

子

戦

没

者

遺

族

の

塩

沢

セ

ッ

子

相
談
員
を
設
置

鈴

木

好

市

円

谷

・栄

し

戦
没
者
遣
族
に
対
て

円

谷

ト

ジ

子

は
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺

戸

津

吉

勝

松

本

か

つ

子

品
族
等
援
護
法
及
び
恩
給
法

宗

形

菊

男

を

根

幹

と

す

る

援

護

の

体

宗

形

重

一

系

が

ほ

ぽ

整

備

さ

れ

て

い

吉

村

栄

る

が

、

戦

没

者

遺

族

の

老

吉
村
よ
し
子
令
化
、
戦
没
者
遺
族
と
し

我

妻

一

夫

て

の

心

理

的

、

社

会

的

特

宗

形

辰

一

殊

性

か

ら

既

存

の

一

般

的

阿
部
ト
キ
子
な
相
談
業
務
で
は
必
ず
し

木

戸

町

子

も

そ

の

要

請

に

充

分

応

え

大
橋
美
紀
子
て
い
る
と
は
い
え
な
い
等

草

野

秋

子

の

現

状

に

か

ん

が

み

、

各

桐

枝

正

昭

種

の

援

護

を

効

果

的

に

実

桐

枝

房

夫

施

し

て

戦

没

者

遺

族

の

福

須

田

福

広

祉

の

一

層

の

増

進

を

図

る

鈴
木
と
み
子
た
め
に
は
、
．戦
没
者
遺
族

瀕

谷

初

江

の

援

護

に

熱

意

と

識

見

を

高

原

八

郎

有

し

か

っ

地

域

の

実

情

に

宗

形

敏

子

も

精

通

し

て

い

る

、

民

間

矢

吹

吉

昭

人

を

し

て

戦

没

者

遺

族

の

小

針

正

子

相

談

に

応

す

る

こ

と

と

す

塩

沢

清

二

る

制

度

を

設

け

、

、
こ
の
相

渡

辺

正

徳

談

業

務

を

通

じ

て

援

護

の

境

田

孝

・夫
徹
底
を
期
す
る
こ
と
が
必

要
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

こ
の
た
び
相
談
員
に
対
す

る
業
務
委
託
制
度
を
設
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。

相
談
員
は
民
間
の
篤
志

家
と
し
て
戦
没
者
遺
族
の

相
談
に
応
じ
ま
た
戦
没
者

遺
族
の
援
護
の
た
め
に
必

要
な
指
導
を
行
な
う
業
務

を
厚
生
大
臣
か
ら
委
託
を

受
け
る
者
で
、
そ
の
性
格

給
与
所
得
者
の
所
得
税

は
、
給
与
の
支
払
§
の
際

に
、
四
3
給
与
に
対
応
す

ら
を＇心
A

こ
だ
．

る
所
得
税
を
差
し
引
い
て

納
め
る
源
泉
徴
収
制
度
と

ぷ
；
，

な
っ
て
お
り
、

•
J十
二
月

に
、
一
年
間
に
源
泉
徴
収

さ
れ
た
所
得
税
を
精
算
す

る
た
め
の
年
末
調
整
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

給
与
所
得
者
は
、

四

年
末
調
整
の
注
意
点

辻

山
小
屋

そ
の

石

森

春

男

石

森

チ

ョ

ノ

石

森

秀

子

石

森

重

子

草

野

正

博

関

根

カ

ッ

ョ

石

森

直

一

我

妻

藤

幸

真

野

目

浅

人

飯

田

秋

則

関

根

雪

枝

渡

辺

利

秋

は
純
然
た
る
民
間
人
で
あ

り
ま
す
。
相
談
員
の
数
は

県
内
1

二
名
と
な
っ
て
お

り
、
当
管
内
相
談
員
と
し

て
次
の
者
が
委
託
さ
れ
、

昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日

か
ら
業
務
を
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。

担
当
地
区
須
賀
川
市
・

岩
瀬
郡
・
石
川
郡

わ

た

な

べ

ま

さ

か

つ

氏
名
渡
辺

〗
正
功

住
所
須
賀
川
市
大
字
江

持
字
下
川
端
―
―
三

郵
便
番
号
九
六
二

電
話
三
ー
三
二
四
七

来
る
十
二
月
三
十
一
日

現
在
で
へ
昭
和
四
十
五
年

度
の
工
業
統
計
調
査
が
行

わ
れ
ま
す
。

ぃ

年
の
暮
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